
 

 

 

 

 

 

「体験」や「経験」をつなぎ直す 
４月２７日に、「新型コロナの感染症法上の位置づけが、５月８日に季節性インフルエンザと同じ『５類』に引き下げられる

ことが正式決定」との報道がありました。コロナ禍の学校では、様々な制限が求められる中、工夫しながら行事や教育活動

を進めてきました。ＧＩＧＡスクール構想による１人１台端末（タブレット）の整備など、コロナ禍で急速に進んだ取組はありま

すが、実施をあきらめざるをえなかった取組もたくさんありました。ゴールデンウィーク明けからは、学校もコロナ禍以前の活

動を、徐々に再開できることになります。全てをコロナ禍以前に戻すのではなく、学びにつながる「体験」や「経験」の場を、

新しい時代に合わせて再設定して行きます。どうかご理解とご協力をお願いします。 
 
 

◆  「１年生を迎える会」を開催 

   
1年生を迎える会（R5.4.27） 

 

４月２７日に「１年生を迎える会」を開催しました。計画委員会の児童が、今年度最初の仕事として企画・運営に携わる

学校の恒例行事です。「○×クイズ」や「１年生へのインタビュー」など、各プログラムでみんなが盛り上がり、楽しい時間に

なりました。１年生は「温かく迎えられた安心感」を、２～６年生は「１年生を思いやる優しさ」を、そして企画した計画委員会

の児童は「ひとつのことをやり遂げた自信」を、それぞれ学ぶことができる時間でした。コロナ禍を越えて、このような恒例行

事を、あたりまえに開催できることに感謝しつつ、今後も教育活動を進めます。 
 
 

◆  「児童会スローガン」の発表 

       全校生に向けて児童会スローガン発表（R5.4.27） 

 

「１年生を迎える会」のあと、計画委員会から全校生に向けて「児童会目標」が発表されました。目標には、「自分たちが

生活する学校を、自分たちでよりよくしていきたい。」という思いが感じられます。これから１年間は、子どもたち自身が進ん

で考えて、いろんな取組にチャレンジしてほしいと思います。学校では、教職員が「困ったときの相談役」として、子どもたち

をしっかり見守ります。お家の方々や地域の皆様も、子どもたちが困っていたら相談に乗ってあげてください。 
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